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★東山荘講堂　
★12：30点鐘
★年男大いに語る　
　芹澤正明君　勝又　厚君

次　回
1月13日の
例　会

SERVE TO CHANGE LIVES

●例　会　場／東山荘講堂　
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱　●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／年男大いに語る　望月　茂君　山口幸男君

●会員誕生日／１月９日　石川又英君
●夫人誕生日／１月６日　勝又　厚君  ご夫人  秀子様
　　　　　　　１月11日　山内強嗣君  ご夫人  香世子様
　　　　　　　１月12日　芹澤正明君  ご夫人  賀寿子様
●皆　出　席／12月25日　勝又　誠君（ロータリー歴21年）

第2647回　例会プログラム

会　員　慶　事

橋 本 喜 市

会 長 挨 拶 　　　　　　　

　先週は、クリスマス例会ということで親睦活
動委員会の皆様、ご苦労様でした。  　
　さて、今年も残り少なくなりました。「お屠蘇
気分」と言う言葉はよく聞くと思いますが、こ
の意味は「めでたさからだらだらした気分を過
ごす」ということです。でも、「お屠蘇」そのも
のは浮かれた飲物ではありません。また、お屠
蘇＝日本酒と思っている方もいるかと思います
が、お正月に飲む日本酒を特別に「お屠蘇」と
呼んでいるのではないのです。お屠蘇を飲む習
慣は、中国から始まり、平安時代に日本に伝
わったと言われていて、当時は宮中の正月行事
として始められ、江戸時代には一般庶民に広
まったそうです。
　お屠蘇は、酒ではなくもともとは薬で、正月
三が日に飲むとその年は病気にならないとさ
れ、邪鬼を払い、延命長寿・健康を願って飲む
飲物です。白朮（ビャクジュツ）・山椒・桔梗・
肉桂（ニッケイ）・防風（ボウフウ）といった漢

方薬に使われる５種類から10種類の生薬が材
料となり、これを屠蘇散とか屠蘇延命散といい
ます。これを７～８時間お酒やみりんに漬けこ
んだのが薬草酒です。現在では、ティーバッグ
に詰められた物が一般的に使われています。
薬草ですので、匂いが独特でこの時期お得意先
に配るために車に積んでいますと大変で、着て
いる服にも匂いが付いてしまいました。
　ただ、お屠蘇は酒やみりんに漬けた物なので、
立派なお酒です。当然、未成年者が飲んではい
けないし、車の運転もダメです。一年の始めに、
ご家族と一緒に新年を祝い、延命長寿や邪鬼
払いを願って飲んでみてはいかがでしょうか。
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55名 52名 49名 94.23％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（３名） ※やむを得ず欠席される方は、
　午前９時50分までにご連絡下さい。

会長挨拶用
ＱＲコード

12/23の出席報告
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　本日の例会が、今年度上半期最後の例会です。今年もコロナに振り回
された１年となりました。オリンピックも強行開催され「無観客」とい
う言葉が一般的になり、何とも寂しい思いをしながらも多くの感動を

貰ったのも事実でした。
　ここでは、クラブの上半期を振り返ってみたいと思います。７月１日、第１回理事会そして
本年度最初の例会とあわただしくスタートを切りましたが、それ以降はコロナ蔓延防止措置の
発令、そして８月20日より９月30日までの期間、静岡県に緊急事態宣言が発出されたために例
会を休会せざるを得ませんでした。結局、上期23回の例会予定が13回しか開くことができませ
んでした。
　当然の様に各委員会も気合を入れた計画が実行できない状況になってしまいました。社会奉
仕委員会担当の「富士山一斉清掃」もキャンセルになり、職業奉仕委員会担当の「企業訪問」
もかないませんでした。ただ、青少年奉仕委員会担当の「未来への手紙」は御殿場・小山の15
の小学校の内14校が参加してくれました。また、青少年交流の家オープンハウスも10月24日
の計画でしたが、12月25日に延期となりました。このオープンハウスへの参画は、未来への手
紙の募集やポリオ撲滅への寄付の呼びかけなどを行うことで、地区からの要請事項であります
「ロータリー奉仕デー」の行事としたいと考えておりますので、皆様のご協力をお願いします。
　こんな状況でしたので上半期での会員増強もできませんでした。下半期にはぜひ１～２名の
増強にご協力をお願いします。そして、特にプログラム委員会には内容変更の連発でしたから
かなりご苦労を掛けてしまいましたが、よく対応して下さいました。
　約３か月間の休会でしたが、その間にクラブとしては動いていましたので、時系列で報告し
ます。７月３日には、犠牲者も出ました熱海土石流災害に地区より要請があり支援金55,000円
を拠出。７月10日に地区財団セミナーがリアルで開催され勝又誠君と参加。７月31日に地区会
員増強セミナーがzoomで開催され勝間田太住君と参加、８月７日は地区米山記念奨学セミナー
が同じくzoomで開催、鈴木義明君と参加。７月９日には、地区より2023－24年度ガバナー
補佐候補者を推薦するようにとの事で、静岡第２グループとして「持ち回り」が決められ御殿
場から選出するよう要請がありました。しかし、現状パスト会長会も開催することもできず、
10月まで待って頂くことにし、10月になりパスト会長会の協力を得て、勝又洋君にその任を受
けて頂くことになりました。９月２日のガバナー補佐期首訪問は中止、９月30日ガバナー訪問
はリモートで行われました。
　また、昨年から協力しています御殿場・小山フードバンク協議会へ大胡田君に協力してもら
いお米を寄贈しました。10月からの例会は、お弁当のお持
ち帰りでの変則例会でしたが再開し、11月からはやっと緊
急事態宣言以前の形で例会が行えるようになりました。
　やはり、コロナ感染症の影響は大きかったと改めて感じ
るところです。下半期もどうなるか予想が付きませんが、
安全・安心な運営を心掛けていくつもりですので、ご協力
よろしくお願いいたします。早いコロナの終息、そして、
皆様にとって来年がすばらしい年になることをご祈念申し
上げます。

上半期を顧みて

橋 本 喜 市

会　長
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　今年７月～12月までの上半期の６ヶ月間、御殿場ロータリークラブ
会員の皆様には、大変お世話になりました。この半年間の主な内容を報
告します。

例会数－今期予定された例会、全48回の内、上半期23回中13回開催され、７月～９月の計
10回が休会になりました。
親睦的活動－２年連続で前会長幹事慰労会並びに新会員歓迎会も行われませんでした。また、
観月会と来年１月予定の新年会も中止。先日のクリスマス家族会は親睦活動委員会のお陰で、
家族会から形式を変えてのイベントになり、委員会には対応して頂きありがとうございました。
　12月２日に年次総会を経て、2022－2023年の理事が確定し、被選理事会も始まりました。
私たち現理事も、あれから１年経ったのがあっという間の出来事に思えます。
例会運営－この半年間、緊急事態宣言等で社会情勢がめまぐるしく変化する中で、例会運営の
要である芹澤プログラム委員長、勝又親睦活動委員長をはじめ各委員会の皆様には、予定変更
の度に対応いただき感謝しかありません。ありがとうございました。この半年間を顧みると、
やはり、ロータリークラブの原点は、例会であり、親睦であると確信しました。
幹事報告－このような中でも、皆様にはご不便を最小限にして頂くために、幹事報告等で例会、
理事会等の時間や場所は、例年以上に数回にわたり情報提供をしましたし、これからもだして
いく予定です。しつこいと思われる方もいるかと思いますが、忘れっぽい幹事だと思い、多め
にみてほしいと思います。また、例会の休会が長期にわたりましたので、７～９月の間で臨時
の幹事報告を、２回皆様に配布物と合わせて郵送しました。
下半期に向けて－2022年１月～６月の下半期は、コロナと共存しながらも、コロナ以前の例会
運営に向けていく予定ですので、会員皆様も例会運営等の変更には、柔軟に対応して頂ければ
と思います。
個人的－私も齢（よわい）を重ねていますが、まだまだ例会運営で反省点が多々有り、そのた
びに反省しています。理事会や各会議等の運営、例会の幹事報告、特に時間管理では、橋本会
長や先輩諸兄、事務局の遠藤様や補助の滝口様にも、ご迷惑をおかけしていますことをこの場
を通じて、お詫び申し上げますと共に、これからも引き続きご指導よろしくお願いします。ま
た、橋本会長と30年以上前からのお付き合いですが、この１年間で会話、電話、メール、各会
議出席等で妻以上にコミュニケーションをはかっています。すみませんが、後６ヶ月もご指導
お願いします。
　来年２月からＩＭ、観桜会、地区大会が予定に入っていますので、これが予定通り進捗して、
６月の創立55周年記念例会、一泊例会で無事に１年が終
わることを祈念して、幹事の上半期の挨拶とさせて頂きま
す。来年2022新年からの６ヶ月間も引き続きよろしくお
願いします。

渋 谷 　 一

幹　事
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長島　和彦

橋本　喜市
渋谷　　一

国際ロータリー第2620地区

司　会
久保田勇輝君 

出席報告
中溝敬之君

幹事報告
渋谷　一君

雑誌・文献委員会
報告

斉藤　衛君

青少年奉仕委員会
報告

秋田悦夫君

望月　茂君 斉藤　衛君 秋田　敬君 井上　元君

●「上半期、終了します。ありがとうございました。」会長・幹事
●「１１月の売り上げ結果が出て、第一営業オフィスが全国１位（1297分の１位）となり
　ました。御殿場、小山の皆様のおかげです。ありがとうございました!!」中溝敬之君
●「先日、小山町と赤十字より献血50回の表彰を受けました。
　  日頃から健康に気をつけてきてよかったです。」渋谷　一君
●「なんとなく」芹澤正明君

会　員
誕生日

　上半期は予定されていた例会23回が本日を含め13回となってしま
い、会長をはじめ、執行部の皆様にはご苦労があったと思います。例会

の運営などでは、いつ正常な状況に戻っても問題が起きない様に対処している各担当委員会
メンバーにも感謝しなくてはならないと感じます。
　諸々の親睦会が堂々とできる様になるにはまだまだ時間がかかりそうです。６月の一泊例会
はどうでしょう。12月の最初の例会で観光業界の現実を少
しお話しさせて頂きましたが、いつもお世話になっている
長岡の芸者さん方はアルバイトをしながらも元気に暮らし
ていると言うお話を伺うことができました。
　残りの半分、上半期と同じ様に皆様方の例会運営にご協
力をお願いしますと共に、どうか良い年をお迎え下さる様
お祈り申し上げます。

勝又　洋

ＳＡＡ

上半期を顧みて

12/23
の

スマイル




